
第６９回定期地方大会 執行委員長挨拶 

はじめに、最重要課題である組織強化・拡大の取り組みについてです。 

地方本部は、組織強化・拡大こそがまさに組織の命運をかけた闘いであり、全ての運動

の原動力であることを再確認し、拡大運動を展開してきました。昨年の大会以降、１３名

の新たな仲間を国労へ迎え入れました。  

大きな流れと土台を築くためにも先進的な分会の取り組みの経験に学び合い、教訓など

を組織的に検証し合う中から、組織拡大に向けた気運をより強固なものにしていかなけれ

ばなりません。選択される・共感される労働組合としての私たち国労の運動や取り組み等

をより鮮明に示していくことが重要であり、関連会社をはじめとした働く全労働者の組織

化を図ることも急務な課題です。  

多くの平成採用の青年・女性たちが国労に加入している中で、次世代に国労運動と国労

組織を継承・発展させていくためにも、「全ての闘いを組織強化・拡大に集約する」ことの

意義を再認識し、拡大運動を精力的に展開する構えをさらに固め合おうではありませんか。 

次に、安全・安定輸送の確立と全ての職場労働条件改善の取り組みについてです。 

ＪＲ発足から３１年が経過し、安全・安定輸送を脅かす重大事故とインシデントの多発、

大規模な輸送障害などが続発しています。  

背景には、利益優先の経営姿勢や企業風土はもとより、コスト削減をはじめ行き過ぎた

規制緩和や全系統にわたる業務委託の拡大、機械化・外注化の深度化などが大きく起因し、

深刻な事態に直面しています。安全・安定輸送の確立は、公共交通を担う基幹的輸送機関

としての社会的使命であるだけに、職場における日々のチェック体制を強めるなど、労働

組合の任務と役割を果たしていくことが極めて重要になっています。そのためにも、通年

闘争として取り組んできた「安全・仕事総点検運動」を再度、全職場から強化する中で、

職場労働条件向上に向け全力を挙げ展開しなければなりません。  

次に、安倍反動政治と平和と民主主義の課題についてです。 

安倍政権は、今日まで憲法違反である「安全保障関連法」に続き「共謀罪法」を国会内

外の反対の声を抹殺し、「数の力」と国家権力を背景に横暴的に強行成立させるなど、議会

制民主主義を蔑ろにした暴挙に国民の怒りが広がっています。  

さらに憲法改正に向け、国会発議と国民投票実施という動きを急加速させ、憲法９条に

自衛隊を明記する意欲と姿勢、改憲への執念を改めて明言するなど、まさに平和憲法が打

ち立てた三つの原則である「平和主義」「主権在民」「基本的人権の尊重」をはじめ平和と

民主主義が重大な危機を迎えています。私たちは、「武力によらない平和」をめざす広範な

勢力、野党共闘の皆さんとの連携を築き、安心・安定した社会の実現と安倍政権退陣に向

けた大きなうねりを創り出し、闘い抜くことを地方本部として明らかにしておきたいと思

います。  

当面する諸課題の実現に向け国労東京地方本部がその先頭に立ち、全力を挙げていくこ

とを申し上げ、執行委員会を代表しての挨拶といたします。  

大 会 宣 言 

 

私たち国鉄労働組合東京地方本部は９月１５日、都内発明会館において第６９回定期地

方大会を開催し、組織強化・拡大をはじめ春闘勝利や労働条件改善の闘い、安心して生活

できる社会環境の獲得など、代議員の真摯な議論により方針が補強され一年間の総括と当

面する向こう一年間の闘う運動方針を確立した。  
多くの代議員が発言したように、組織強化・拡大の闘いは私たちにとって最大の課題で

あり、先進的な分会の取り組みと成果に学び合うことが求められている。  
この一年間、多くの職場で組織拡大に取り組んできた結果、他労組の大量脱退もあった

が、○○名の組織拡大を勝ち取ることが出来た。各級機関や組合員の努力と成果を全体で

確認し、組織拡大の成果を検証していくことが大切である。同時に、組織拡大には至らな

いが、多くの分会・班で日常的な世話役活動を通じて拡大を目指す運動は確実に職場に浸

透している。私たちは一年間の成果と課題を一人ひとりが確認し、さらなる組織拡大に取

り組むこととする。  
職場では、あらゆる系統で人減らし合理化・効率化が進み、本線運転以外の職種で委託

が拡大し安全・安定輸送が脅かされている。これはギリギリの要員の中で働かされ、技術

継承も思うように進んでいない中、技術力の低下はあらゆる分野の職種に影響し、輸送関

連以外にも拡大している。私たち輸送業務に係る労働組合として安全・安定輸送の確立を

優先し、賃金を含む労働条件の改善に取り組まなければならない。  
２０１８年春闘において、貨物会社では１９年連続ベアゼロは回避されたものの超低額

回答であった。東日本会社では、ベースアップはしたものの低額回答であり実質賃金の目

減りは続いている。生活改善には程遠い状況にある中、大幅賃上げなど生活向上に向けた

職場・地域からの取り組みの強化が求められている。  
安倍内閣は「特定秘密保護法・戦争法・共謀罪法」を強行成立させ戦争が出来る国に突

き進んでいる。さらに「働き方改革関連法」を参議院本会議において、強行可決・成立さ

せた。労働基準法の理念である８時間労働制を根底から崩すものであり、断じて認められ

るものではない。また、法律の中に盛り込まれた「高度プロフッショナル制度」では限り

ないみなし労働が懸念されることから、過労死防止に向けた闘いを強めていくことが急務

である。秋の自民党総裁選以降、憲法改悪への動きを加速させることが予想される。国会

の内外で立憲主義に基づく議会政治と平和憲法に立脚した国民主権の民主主義を取り戻す

ことに全力を挙げなければならない。  
私たちは、引き続き組織の強化・拡大をはじめ、労働条件改善と安全・安定輸送の確立、

憲法改悪に反対し平和と民主主義の擁護と確立、安心して暮らせる社会の実現に向け奮闘

する。  
以上、宣言する。  
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東
京
地
方
本
部
は
九
月
一
五
日
九
時
三
〇
分

か
ら
発
明
会
館
に
お
い
て
、
第
六
九
回
定
期
地
方

大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
議
長
に
は
森
代
議
員
（
上
野
支
部
）、
副

議
長
に
は
小
助
川
代
議
員
（
新
橋
支
部
）
を
選
出

し
、
大
会
が
始
ま
り
、
続
く
委
員
長
あ
い
さ
つ
で

鎌
田
委
員
長
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
、
安
全
・
安

定
輸
送
、
労
働
条
件
の
改
善
、
政
治
や
民
主
主
義
、

労
働
法
制
や
平
和
の
問
題
を
中
心
に
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。（
別
掲
参
照
）

　

来
賓
に
は
東
京
交
運
労
協
・
高
橋
議
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
見
え
ら
れ
、
平
和
と
民
主
主
義

の
問
題
や
、
政
治
的
課
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
連
帯

の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
上
部
機
関
か
ら
も
、
国

労
本
部
、
東
日
本
本
部
か
ら
多
く
の
役
員
が
見
え

ら
れ
、
代
表
し
国
労
東
日
本
本
部
大
沼
委
員
長
か

ら
、
東
日
本
本
部
の
取
り
組
み
や
、
今
後
の
国
労

運
動
の
考
え
方
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
国
労
東
京

議
員
団
か
ら
は
三
名
が
来
賓
に
見
え
、
代
表
し
て

青
山
団
長
（
昭
島
市
議
）
が
あ
い
さ
つ
を
お
こ

な
っ
た
。
弁
護
団
報
告
で
は
、
顧
問
弁
護
士
の

鴨
田
先
生
、
髙
木
先
生
が
見
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　

大
会
延
期
承
認
が
さ
れ
、
石
井
書
記
長
か
ら

経
過
な
ら
び
に
今
年
度
方
針
が
提
案
さ
れ
、
昼

食
休
憩
と
な
っ
た
。
一
三
時
五
分
の
再
開
後
に

は
、
組
織
拡
大
表
彰
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
合

わ
せ
て
五
名
の
加
入
が
あ
っ
た
神
奈
川
地
区
本

部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
二
名
の
加
入
が
あ
っ
た
東
京

自
動
車
分
会
（
自
動
車
支
部
）、
武
蔵
小
杉
駅

分
会
（
神
奈
川
地
区
本
部
）、
八
王
子
信
通
技

術
セ
ン
タ
ー
分
会
（
八
王
子
地
区
本
部
）
が
受

賞
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
経
過
に
対
す
る
質
疑
が
四
名
の
代

議
員
か
ら
、
方
針
に
対
す
る
討
論
が
一
五
名
の

代
議
員
か
ら
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
組
織
拡
大
や

職
場
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る
取
り
組
み
、
平

和
運
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
上
部
機

関
に
対
す
る
要
望
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
続
い

て
書
記
長
集
約
が
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
度
の
闘
争

方
針
が
確
立
し
た
。（
代
議
員
の
発
言
や
書
記
長

集
約
の
要
旨
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
）

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
度
予
算
案
の
提
案
で
は
、

組
合
員
の
減
少
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
予
算
が

組
め
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
が
報
告
さ
れ
、
緊

縮
財
政
を
求
め
る
一
方
、
こ
こ
で
も
組
織
拡
大
が

強
く
訴
え
ら
れ
た
。

　

永
年
勤
続
表
彰
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
一
票

投
票
が
行
わ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
確
立
、
特
別

決
議
二
本
と
大
会
宣
言
が
承
認
さ
れ
、
最
後
に
鎌

田
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
こ
れ
か
ら
の

一
年
間
東
京
地
方
本
部
の
全
組
合
員
が
組
織
拡
大

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
全
力
を
上

げ
て
ゆ
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

 

来
賓
で
来
ら
れ
た
み
な
さ
ん

東
京
交
運
労
協　
　
　
　
　

高
橋
議
長

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー　

青
木
議
長

東
京
全
労
協　
　
　
　
　
　

寺
嶋
事
務
局
長

東
京
地
評　
　
　
　
　
　
　

松
森
事
務
局
長

全
水
道
東
水
労　
　
　
　
　

渡
邉
委
員
長

中
央
労
働
金
庫

                

東
京
都
本
部　

小
池
次
長

                

荒
川
支
店　

   

黒
木
支
店
長

社
会
民
主
党
東
京
都
連
合

　
　

阿
部
副
代
表
・
女
性
局
長

日
本
共
産
党　
　
　
　
　
　

山
添
参
議
院
議
員

鉄
道
退
職
者
会
東
京
地
方
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
岡
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
之
内
事
務
局
次
長

国
労
会
館　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
専
務

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部

                                   

松
井
本
部
長

勤
労
者
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
組
合

                                   

阿
部
専
務
理
事 

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

第

　回
地
方
大
会
開
か
れ
る

　
組
織
拡
大
へ
全
力
を
！

69

  

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
の
み
な
さ
ん

小
池
敏
哉
さ
ん　

大
井
工
場
支
部

中
澤
和
夫
さ
ん　

大
宮
地
区
本
部

斎
藤　

薫
さ
ん　

新
橋
支
部

服
部　

清
さ
ん　

神
奈
川
地
区
本
部

斎
藤
資
行
さ
ん　

大
宮
地
区
本
部

海
老
原
悟
さ
ん　

新
橋
支
部

笠
井
広
行
さ
ん　

新
橋
支
部

唐
澤
富
雄
さ
ん　

自
動
車
支
部



最優秀選手・数野選手

国労東京審判団

原
発
廃
止
を
訴
え
よ
う

優勝・中原電車区チーム

国
労
東
京
野
球
大
会

　
　

優
勝
は
中
原
電
車
区(　

)

神奈川
A
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ト
で
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
に
と
り
、
試
合
の
流
れ
を
つ

か
ん
だ
あ
と
、
四
回
表
に
中
前
ヒ
ッ
ト
を
皮
切
り

に
右
越
え
二
塁
打
、
左
越
え
三
塁
打
な
ど
で
逆
転

に
成
功
。
試
合
は
九
対
七
で
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
が

決
勝
に
進
ん
だ
。

　

三
位
決
定
戦
は
新
橋
支
部
Ａ
チ
ー
ム
対
大
宮
地

区
本
部
チ
ー
ム
の
試
合
と
な
り
、
新
橋
・
杉
沢
投

手
、
大
宮
・
伊
藤
選
手
の
、
先
発
で
行
わ
れ
、
新

橋
Ａ
チ
ー
ム
が
小
刻
み
に
加
点
し
て
一
一
対
一
で

勝
利
し
三
位
と
な
っ
た
。

　

決
勝
戦
は
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
対
神
奈
川
Ｂ
チ
ー

　

東
京
地
方
本
部
は
、
九
月
一
九
日
に
大
井
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場
に
お
い
て
、
第
四
六
回
国

労
東
京
野
球
大
会
準
決
勝
・
決
勝
・
三
位
決
定
戦

を
行
っ
た
。

　

準
決
勝
神
奈
川
地
区
本
部
Ａ
チ
ー
ム
（
中
原
電

車
区
）
対
大
宮
地
区
本
部
チ
ー
ム
の
試
合
は
、
大

宮
・
藤
沢
投
手
、
神
奈
川
Ａ
・
飯
山
投
手
の
先
発

で
始
ま
っ
た
。
一
回
表
に
横
井
選
手
が
二
・
三
塁

か
ら
三
遊
間
ヒ
ッ
ト
で
ま
ず
一
点
を
あ
げ
た
が
、

す
か
さ
ず
大
宮
地
区
本
部
チ
ー
ム
は
四
球
押
し
出

し
で
ま
ず
一
点
を
取
っ
た
あ
と
、
満
塁
ホ
ー
ム
ラ

ン
で
計
五
点
を
あ
げ
、
流
れ
を
つ
か
ん
だ
か
に
見

え
た
。
し
か
し
、
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
は 

二
遊
間
ヒ

ッ
ト
な
ど
で
二
点
を
返
し
た
あ
と
、
数
野
選
手
の

中
越
え
三
塁
打
で
さ
ら
に
二
点
を
あ
げ
追
い
つ

き
。
さ
ら
に
投
ゴ
ロ
の
間
に
一
点
を
あ
げ
て
逆
転

に
成
功
し
た
。
そ
の
後
は
両
チ
ー
ム
と
も
決
定
打

が
出
ず
、
そ
の
ま
ま
六
対
五
で
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム

が
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

新
橋
支
部
Ａ
チ
ー
ム
（
電
気
連
合
）
対
神
奈
川

地
区
本
部
Ｂ
チ
ー
ム
（
国
府
津
支
部
）
の
試
合
は

新
橋
Ａ
・
青
木
投
手
、
神
奈
川
Ｂ
・
吉
田
投
手
の

投
げ
合
い
で
始
ま
っ
た
。
新
橋
Ａ
チ
ー
ム
は
二
回

裏
・
三
回
裏
に
計
六
点
を
あ
げ
て
試
合
を
決
し
た

か
に
見
え
た
が
、
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
は
そ
の
三
回

裏
に
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
〜
一
塁
送
球
ラ
ン
ナ
ー
ア
ウ

ム
の
神
奈
川
地
区
本
部
対
決
と
な
り
、
神
奈
川

Ａ
・
田
中
投
手
、
神
奈
川
Ｂ
・
平
野
投
手
の
投
げ

合
い
で
始
ま
っ
た
。
一
回
表
、
一
回
裏
に
二
点
ず

つ
取
り
合
っ
た
あ
と
、
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
は
三
回

裏
に
満
塁
か
ら
二
塁
内
野
安
打
で
一
点
、
さ
ら
に

三
塁
内
野
安
打
に
よ
る
一
点
な
ど
で
均
衡
を
破
っ

た
。
神
奈
川
Ｂ
チ
ー
ム
も
四
回
表
に
左
中
間
二
塁

打
で
一
点
、
左
前
ヒ
ッ
ト
で
さ
ら
に
一
点
を
返
し

た
。
し
か
し
、
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
は
そ
の
後
も
小

刻
み
に
得
点
を
重
ね
、
一
一
対
四
で
神
奈
川
Ａ
チ

ー
ム
が
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

最
後
に
、
野
球
大
会
の
運
営
に
協
力
い
た
だ
い

た
国
労
東
京
審
判
団
、
各
地
区
本
部
・
支
部
の
皆

さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
来
年
の
熱
い
戦
い
を

期
待
し
た
い
。

つ
つ
あ
る
。
い
ま
、
東
海
原
発
（
茨
城
県
）
が
焦

点
。
建
設
か
ら
四
〇
年
。
そ
れ
を
さ
ら
に
二
〇
年

延
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
儲
け
る
た
め
、
自
分

た
ち
の
欲
望
の
た
め
に
原
発
を
続
け
て
い
る
。
人

道
的
に
も
道
徳
的
に
も
許
さ
れ
な
い
。
政
権
を
変

え
る
し
か
な
い
」、
同
じ
く
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

作
家
の
澤
地
久
枝
さ
ん
は
「
福
島
の
事
は
何
も
解

決
し
て
い
な
い
。
政
府
は
福
島
の
人
た
ち
を
切
り

捨
て
、
輸
出
し
て
、
海
外
で
事
故
が
起
こ
っ
て
も

知
ら
ん
ぷ
り
だ
ろ
う
。
東
電
を
訴
え
る
裁
判
は
、

勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
原
発
を
許

さ
な
い
と
い
う
意
思
表
示
を
続
け
よ
う
」
な
ど
の

訴
え
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
訴
え
が
続
き
、
福
島
原

発
刑
事
裁
判
支
援
団
の
佐
藤
和
良
さ
ん
は
「
刑
事

裁
判
の
中
で
、
隠
し
て
い
た
事
が
沢
山
明
ら
か
に

な
っ
た
。
想
定
外
だ
か
ら
法
的
責
任
は
無
い
と
言

っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
に
国
か
ら
改
善
の
指
摘
を

　
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
一
千
万
署
名
市
民
の
会

（
大
江
健
三
郎
さ
ん
、
坂
本
龍
一
さ
ん
、
瀬
戸
内

寂
聴
さ
ん
、鎌
田
慧
さ
ん
な
ど
が
呼
び
掛
け
）
は
、

九
月
一
七
日
に
代
々
木
公
園
に
お
い
て
、「
九
・

 

一
七
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
」
を
開
催
し
、

全
国
各
地
か
ら
八
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
、
国
労
東

京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
結
集
し
原
発
廃
止
を

訴
え
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田

慧
さ
ん
は
「
原
発
は
イ
ヤ
だ
と
い
う
声
が
広
が
り

受
け
て
い
た
事

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
工
事
費

が
か
か
り
す
ぎ

る
か
ら
と
、
経

営
判
断
と
し
て

津
波
対
策
を
放

棄
し
て
い
た
。

こ
の
裁
判
で
勝

つ
こ
と
が
、
今

後
の
民
事
裁
判

で
も
重
要
に
な

る
」
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

結
集
し
た
仲
間
は
、
集
会
の
あ
と
、
デ
モ
行

進
に
移
り
、
渋
谷
と
原
宿
の
街
で
反
原
発
を
市

民
に
訴
え
た
。


